
代かき　慎重に、慎重に

令和３年６月定例会の報告�������　２～３
南部小・本川根小六年生　議会傍聴�����　４
６人の議員が町政を問う��������　５～11
自主避難を考えよう������������　12
町の話題や情報��������������　13
シリーズ

明日を拓く人たち（天鹿（シシカミ）プロジェクト）���　１4

地名の田んぼで田植え体験

本川根小５年生　秋には豊かな実りが…

第63号
発行 / 川根本町議会
編集 / 議会広報委員会

令和３年８月発行



◉議案　令和３年簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
【簡易水道事業】簡易水道会計
　全ての水道使用者の７月徴収分の水道使用料を免除するための費用として１６７万５千円を
追加し、総額を２億７，２２７万５千円とするもの。

内容：水道使用料免除事業
対象：令和３年度７月請求分　　　２，０５０万円

　これは、水道使用者の７月徴収分です。「新
型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付
金事業」の一つである国・県からの交付金及び
町の一般会計からの繰入金を活用しています。

◉諮問第１号　人権擁護委員候補者の推薦について
　人権擁護委員法第６条第３項の規定により、松井裕子氏を人権擁護委員に推薦することに
ついて議会の意見を求めるもの。

◉条例の一部改正する条例について
川根本町手数料徴収条例の一部を改正する条例について
　「行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用に関する法（マイナンバー
法）」の改正により、川根本町手数料徴収条例にマイナンバーカードの再発行手数料を定め
る必要がなくなったため、同項目を削除するもの。

　定例会初日に、諮問１件、報告１件や一般会計補正予算含め議案３件が上程され、
これらは定例会２日（15日）に全員賛成で可決（承認）しました。
　最終日（23日）は６名の一般質問が行われました。

令和3年6月定例会の報告
6月2日～23日

南部簡易水道青崎配水地

◉報告第１号　繰越明許費繰越計算書について（令和2年度川根本町一般会計予算）
・令和２年度一般会計予算の繰越明許費について議会に報告するもの。
・高度無線環境整備推進事業費補助金
・まちづくり観光協会補助金
・町道小長井前山線災害復旧工事など
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　　　 ◉議案　一般会計補正予算（2号）
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業を一部利用
・接岨地区集会所建設（建設工事・設計監理）　� ２，６３４万３千円　　　
・子育て世帯生活支援特別給付金� ２８０万円　　　
・人材育成特別奨学金� １６８万円　　　
・川根茶消費拡大販路促進支援事業（PR動画作成）� １９０万円　　　
・コロナワクチン接種関連予防費等� １，４５０万５千円　　　
・飲料水供給施設特別補助　� １１０万円　など

主な内容

一般会計補正予算は ９，８００万円の増額

総額５７億７，７００万円

令和３年６月一般会計補正予算（２号）成立

承認1件（専決処分した事件）議案１件（補正予算１号）を全員賛成で可決

◉承認２号　専決処分した事件の承認について
川根本町税条例等の一部を改正する条例について
　地方税法等の一部改正する法律が本年３月31日に公布され、併せて地方税法施行令に 
おいても一部改正が行われ、この法令の一部改正を受け川根本町税条例等を改正し、 
本年４月１日より施行する必要から専決処分した。

◉議案　令和３年川根本町一般会計補正予算（第１号）

１億４千万円増額　総額５６億７，９００万円
【主な内容】
　新型コロナウイルス感染症対策として国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金及び県の新型コロナウイルス感染症対策地域振興臨時交付金の事業を計上。
・事業継続応援給付金交付事業	 ３，３５０万７千円
・第２弾プレミアム付商品券事業	 ２，７１０万７千円
・キャッシュレス応援事業	 ２，５５２万３千円
・地域医療体制強化事業（医療環境整備）	 　 ８４１万５千円
・観光シテイプロモーション活動事業	 　 ５４１万６千円　など

令和３年第２回川根本町議会臨時会令和3年
4月23日㈮

ワクチン接種　従事者の皆様に感謝
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議
会
で
ど
ん
な
こ
と

を
し
て
い
る
の
か
知
ら

な
か
っ
た
の
で
、
実
際

に
見
る
こ
と
が
で
き
て

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

町
の
問
題
点
に
つ
い

て
、
真
剣
に
話
し
合
い

を
し
て
お
り
、
す
ご
い

と
思
い
ま
し
た
。
議
会

を
や
っ
て
い
る
場
所
が

静
か
で
、
緊
張
し
ま
し

た
。

�

（
Ｈ
・
Ｕ
さ
ん
）

　

町
民
の
こ
と
、
観
光

客
の
こ
と
、
安
全
の
こ

と
、
一
つ
一
つ
の
こ
と

を
良
く
考
え
て
議
決
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

が
け
崩
れ
一
つ
で
、

あ
ん
な
に
意
見
が
出
て

い
る
と
は
知
ら
な
く
て
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

僕
も
町
民
と
し
て
、

自
分
の
意
見
を
も
つ
こ

と
を
大
切
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

�

（
Ｙ
・
Ｎ
さ
ん
）

川根本町の未来を
担う小学生 6月23日（水）

議会傍聴

　

本
町
で
、
長
期
に
渡

る
「
通
行
止
め
」
が
、

起
き
て
い
る
こ
と
を
初

め
て
知
り
ま
し
た
。

　

な
る
べ
く
早
く
通
行

止
め
を
解
除
し
た
い
け

れ
ど
、
安
全
面
や
費
用

面
な
ど
を
考
え
る
と
、

す
ぐ
に
解
決
で
き
な
い

難
し
さ
も
わ
か
り
ま
し

た
。

　

議
員
の
皆
さ
ん
が
、

町
が
も
っ
と
良
く
な
る

方
法
は
、
そ
の
方
法
に

問
題
が
な
い
か
考
え
て

く
れ
て
い
る
こ
と
が
良

く
わ
か
り
ま
し
た
。　

�

（
Ｓ
・
Ｋ
さ
ん
）

各校の児童が、傍聴の感想を寄せてくれました。
その一部を抜粋して紹介します。

　

議
員
の
皆
さ
ん
が
、

良
い
町
に
す
る
た
め
に

話
し
合
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

町
の
こ
と
を
決
め
る

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意

見
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
、「
町
の
こ
と

を
考
え
ら
れ
る
人
に
な

り
た
い
」
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

�

（
Ｓ
・
Ｏ
さ
ん
）

　

見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

一
つ
の
議
題
に
一
時

間
も
の
時
間
を
か
け
て
、

川
根
本
町
の
問
題
点
を

話
し
合
っ
て
い
て
、
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

教
科
書
や
資
料
集
で

学
べ
な
か
っ
た
こ
と
が

分
か
り
、
良
か
っ
た
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
川
根

本
町
の
こ
と
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
Ｈ
・
Ｋ
さ
ん
）

中川根南部小学校 本川根小学校

　

初
め
て
議
会
を
見
ま

し
た
。
裁
判
所
の
よ
う

で
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

一
つ
の
議
題
に
対
し

て
皆
が
よ
く
聴
き
よ
く

質
問
し
て
、
川
根
本
町

の
為
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。　
　

　

聴
い
た
話
は
、
リ
ニ

ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
に
よ

る
汚
水
の
話
で
し
た
。

汚
水
は
嫌
で
す
が
、
リ

ニ
ア
を
利
用
す
る
人
は

助
か
る
と
思
い
ま
す
。

�

（
Ｉ
・
Ｔ
さ
ん
）

社会科学習の一環として、どの子も鋭い感覚で自分なりの思い・考えを
まとめてくれました。
「百聞は一見に如かず」です。
現場を自分自身の目で実際に観ることは、知識・理解を高め確実にして
いくことと思います。
今後も、「思考―判断―実践」できるように、学び続けることを期待します。
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空き家等への対策と利活用について� （令和2年3月25日）

Ｑ．空き家等希望者が気楽に相談できる体制の整備をどのように行っていこうと考えているか。
企画課長．　来年度、移住コーディネ―ターの配置を考えている。
　　　　　�　移住者の相談業務等と合わせて、空き家の相談も行い、それらの活動の中で、よりよい体制、

身近な相談員というようなことで、構築したいと考えている。

現　状
　平成２年４月県外からの移住者である、神東美希さんを移住コーディネーターとして採用し、町外
からの移住希望者のニーズに応えるとともに、空き家等の利活用にも努めている。

移住コーディネーター�神東さんの声
　空き家は決して他人事ではなく、自分のこととして考えてほしい問題です。
ご自身が、空き家を所有していなくても、ご近所やご親族にそのような方が
いる場合は、「空き家バンク制度」を伝えてみてください。

６ページ 山本　信之　議員
・リニアに伴う大井川水系の水資源の保全について

７ページ
澤西　省司　議員
・�奥大井県立自然公園への入り口、林道南赤石線通行止め
について

８ページ

野口　直次　議員
１　�更新されたハザードマップ等から自然災害から住民を
守るための対策について

２　�災害時における情報通信等に高度情報基盤事業の利活
用の進捗状況について

９ページ
中原　　緑　議員
１　大井川の汚濁について
２　「脱・炭素社会」について

10ページ

石山貴美夫　議員
１　町の新型コロナワクチン接種状況と今後の計画について
２　�町の魅力づくり｢高齢者保健・福祉・介護計画・障害福

祉｣について
３　町の活力づくり｢茶業・観光・商工業の振興策｣について

11ページ
中澤　莊也　議員
１　茶業振興対策について
２　�公共交通を補完する高齢者等の交通弱者に対する移動
手段の構築について

６
人
の
議
員
が
町
政
を
問
う
！

６
月
定
例
会
最
終
日
に
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

一 般 質 問

質問者：中澤莊也 議員

質問の概要を発言順に掲載します

あの一般質問

どうなっただやぁ～

神東美希さん 

▲
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問 リニアに伴う大井川の水質の保全について

答 水問題を協議していく必要がある

質
問

　

大
井
川
流
量
の
全
量
回

復
に
つ
い
て
、
地
下
水
脈

の
変
動
・
表
流
水
の
減
少
・�

地
中
の
有
害
物
質
が
及
ぼ

す
大
井
川
の
水
質
悪
化
等

に
関
し
て
、
対
応
策
が
実

行
さ
れ
、
担
保
さ
れ
る
の

か
、
疑
問
を
感
じ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
伺

う
。

町
長

　

流
域
八
市
二
町
及
び
県

に
よ
る
大
井
川
利
水
関
係

協
議
会
を
設
立
し
、
県
が

環
境
保
全
対
策
の
検
討
、

協
議
対
応
組
織
と
し
て
設

け
ら
れ
た
「
静
岡
県
中
央

新
幹
線
環
境
保
全
連
絡
会

議
」
を
主
体
と
し
て
オ
ー

ル
静
岡
で
対
応
を
、
今
現

在
、
進
め
て
い
る
。

質
問

　

環
境
保
全
措
置
の
実
施

に
つ
い
て
、
自
然
環
境
を

現
時
点
だ
け
を
見
据
え
る

こ
と
な
く
、
将
来
に
引
き

継
が
れ
て
い
く
よ
う
に
す

る
義
務
が
あ
る
と
思
う
が
、

伺
う
。

町
長

　

こ
れ
ま
で
も
不
安
を
払

拭
す
る
た
め
、
地
質
構
造
・�

水
資
源
専
門
部
会
・
生
物

多
様
性
専
門
部
会
に
よ
り
、

ト
ン
ネ
ル
湧
水
の
全
量
戻

し
、
魚
類
や
水
生
生
物
、

猛
禽
類
、
植
物
な
ど
生
物

多
様
性
に
係
る
諸
問
題
、

ト
ン
ネ
ル
掘
削
発
生
土
の

重
金
属
対
策
、
ト
ン
ネ
ル

湧
水
や
濁
水
対
策
等
の
水

質
管
理
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
東
海

と
対
話
を
進
め
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

質
問

　

ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
こ
と

に
よ
る
水
涸
れ
は
大
丈
夫

か
ど
う
か
。（
環
境
、
問

題
は
水
涸
れ
で
あ
る
。）

　

伺
う
。

町
長

　

県
境
付
近
の
ト
ン
ネ
ル

湧
水
量
の
予
測
・
評
価（
大

量
の
湧
水
量
の
発
生
の
可

能
性
を
含
む
）、
ト
ン
ネ

ル
湧
水
が
県
外
流
出
し
た

場
合
の
河
川
流
量
の
変

化
、
ト
ン
ネ
ル
湧
水
を
大

井
川
に
全
量
戻
す
た
め
の

現
実
的
な
方
法
の
検
討
な

ど
が
必
要
で
あ
る
。

質
問

　

大
井
川
の
流
量
減
少
に

つ
い
て
、
一
旦
失
わ
れ
た

水
は
二
度
と
返
っ
て
き
ま

せ
ん
。

　
「
命
の
水
」
を
戻
す
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば

南
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ
ル
・

ル
ー
ト
は
あ
き
ら
め
る
べ

き
で
あ
る
。

町
長

　

町
と
し
て
も
、
水
問
題

に
関
し
て
も
ま
だ
ま
だ
協

議
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
認
識
を
し
て
い
る
。

　

大
井
川
の
流
量
の
み
な

ら
ず
、
大
井
川
上
流
部
に

お
け
る
自
然
環
境
保
全
に

及
ぼ
す
影
響
も
懸
念
さ
れ

る
事
案
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
東

海
等
に
お
い
て
は
、
流
域

住
民
が
納
得
で
き
る
説
明

と
、
今
後
に
お
け
る
対
応

方
針
を
明
確
に
示
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
県
及
び
八

市
二
町
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
対
応
を
し
て
い
く
。

山
本

　

リ
ニ
ア
計
画
の
本
質
が

一
人
で
も
多
く
の
住
民
に

知
ら
さ
れ
、
住
民
と
事
業

者
と
の
真
摯
な
話
し
合
い

が
な
さ
れ
、
そ
の
方
向
性

を
位
置
付
け
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
う
。

山本信之 議員

大井川中流域の風景

椹島付近の大井川

6 ※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです。



質
問

　

奥
大
井
県
立
自
然
公
園

へ
の
入
口
、
林
道
南
赤
石

線
が
２
年
以
上
通
行
止
め

と
な
っ
て
い
る
現
状
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長

　

現
在
、
の
り
面
の
経
過

を
観
察
し
て
い
る
状
況

で
、
今
後
、
早
期
の
車
両

通
行
が
可
能
と
な
る
よ
う

施
工
方
法
の
検
討
や
、
更

な
る
財
政
的
支
援
の
採
択

に
つ
き
ま
し
て
県
等
の
関

係
機
関
と
の
協
議
・
要
望

を
引
き
続
き
行
っ
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

建
設
課
長

　

当
初
、
の
り
面
箇
所
の

立
木
伐
採
及
び
落
石
防
止

網
工
事
を
計
画
し
た
が
、

上
部
に
約
１
０
０
０
立
方

㍍
の
土
塊
が
あ
り
、
施
工

を
取
り
や
め
た
経
緯
が
あ

り
、
大
変
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
県
等
の

関
係
機
関
と
の
協
議
・
検

討
を
深
め
、
早
期
復
旧
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

質
問

　

重
点
戦
略
の
中
の
自
然

は
観
光
振
興
策
と
強
く
結

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

寸
又
峡
落
石
防
止
工
事

は
毎
年
数
千
万
円
の
予
算

が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
林

道
南
赤
石
線
の
落
石
現
場

は
２
年
以
上
そ
の
ま
ま
だ

が
、
こ
の
違
い
を
町
長
は

ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
。

建
設
課
長

　

寸
又
峡
の
工
事
箇
所
と

は
地
形
、
条
件
、
施
工
規

模
に
つ
い
て
も
違
う
状
況
で

す
。
の
り
面
上
部
に
は
大

規
模
な
土
塊
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
最
小
限
の
Ｈ
鋼
に
よ

る
仮
設
工
事
で
状
況
を
見

な
が
ら
工
法
の
検
討
、
県
へ

の
要
望
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問

　

日
本
中
に
前
線
が
停
滞

し
た
令
和
２
年
７
月
豪
雨

災
害
で
さ
え
土
塊
は
落
ち

な
か
っ
た
以
上
、
そ
の
後
、

暫
定
対
策
と
か
恒
久
対
策

を
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、

町
は
一
般
に
対
し
て
２
年

以
上
通
行
止
め
と
し
て
い

る
こ
と
に
、
重
点
戦
略
の

施
策
と
い
う
点
か
ら
考
え

れ
ば
違
和
感
が
あ
る
と
感

じ
る
の
だ
が
。

町
長

　

町
の
財
政
的
な
一
面
も

考
慮
す
れ
ば
有
利
な
補
助

金
は
望
む
と
こ
ろ
で
、
災

害
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
非
常
に
補
助
率
も
良

く
、
待
ち
の
局
面
が
続
い

て
し
ま
っ
た
と
思
う
。

　

今
ま
で
ど
お
り
、
国
・

県
へ
当
然
な
が
ら
要
望
し

て
町
は
や
っ
て
い
く
こ
と

に
変
わ
り
な
く
、
先
頭
に

な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

質
問

　

私
は
令
和
２
年
３
月
定

例
会
で
演
壇
か
ら
、
町
長

ご
自
身
が
県
に
林
道
南
赤

石
線
の
復
旧
事
業
の
支
援

を
強
く
要
望
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
お
願
い
し
ま
し

た
が
、
議
場
で
の
私
の
お

願
い
は
後
日
、
副
町
長
な

り
関
係
者
か
ら
町
長
の
手

元
に
届
き
ま
し
た
か
。
更

に
そ
の
後
、
県
に
対
し
工

事
の
支
援
な
ど
の
要
望
活

動
は
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
。

町
長

　

当
時
の
こ
と
は
全
て
届

い
て
い
ま
す
。

建
設
課
長

　

工
法
検
討
も
踏
ま
え
要

望
は
し
て
い
ま
す
。
先
日
、

県
主
催
に
よ
る
円
卓
会
議

の
中
で
も
要
望
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

町
長

　

円
卓
会
議
は
所
長
並
び

に
支
所
長
、
農
林
事
務
所

か
ら
も
来
て
、
事
業
説
明

や
町
の
負
担
等
も
協
議
す

る
場
で
、話
の
中
で
具
体
的

に
出
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

質
問

　

県
立
自
然
公
園
の
玄
関

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た

「
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
お
ろ
く
ぼ
」

は
セ
ッ
ト
な
の
で
す
。
開

業
と
同
時
に
通
行
止
め
解

除
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

観
光
商
工
課
長

　

通
行
止
め
の
現
状
で
は
、

様
々
な
取
り
組
み
を
計
画

し
、
集
客
を
進
め
て
い
る

が
、
有
効
的
な
利
用
促
進

が
図
ら
れ
な
い
こ
と
は
や

む
を
得
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問 林道南赤石線の早期通行止め解除は

答 県の関係機関に財政的支援の要望を行う

澤西省司 議員

林道南赤石線の崩落現場

ウッドハウスおろくぼ
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質
問

　

新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
は
災
害
種
別
（
地
震
・

風
水
害
・
土
砂
災
害
）
が

明
記
さ
れ
た
が
、
避
難
先

の
矢
印
は
な
く
な
っ
た
。

各
地
区
の
避
難
先
の
変
更

或
い
は
複
数
ル
ー
ト
も
考

え
ら
れ
る
の
か
を
伺
う
。

町
長

　

大
規
模
災
害
の
場
合
に

は
、
町
内
各
地
で
複
合
的

に
災
害
が
発
生
す
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
、
避
難
所
に

よ
っ
て
は
、
避
難
で
き
な

い
場
所
や
、
道
路
が
避
難

ル
ー
ト
と
し
て
使
用
で
き

な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

避
難
方
向
を
示
す
の
で

は
な
く
、
災
害
の
状
況
に

応
じ
た
避
難
方
法
を
検
討

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
災

害
時
に
避
難
所
と
し
て
対

応
で
き
る
災
害
種
別
を
示

す
こ
と
と
し
た
。

　

避
難
ル
ー
ト
や
避
難
方

法
に
つ
い
て
も
、
災
害
の
状

況
に
応
じ
た
対
応
を
検
討

し
て
頂
く
必
要
が
あ
り
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
記
載
さ

れ
た
内
容
を
家
族
や
地
域

で
話
し
合
い
、
避
難
行
動

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

災
害
時
の
情
報
通
信
等
に

高
度
情
報
基
盤
事
業
の

活
用
の
状
況
は

質
問

　

平
成
26
年
度
以
前
よ
り
、

災
害
時
の
情
報
発
信
機
能
は

強
化
さ
れ
た
の
か
を
伺
う
。

情
報
政
策
課
長

　

整
備
前
は
、
同
報
無
線

戸
別
受
信
機
を
、
町
全
体

で
約
6
割
配
備
し
て
い
た
。

現
在
は
、
か
わ
ね
フ
ォ
ン
を

ほ
ぼ
希
望
す
る
全
世
帯
に
設

置
し
、
音
声
だ
け
で
は
な
く
、

文
字
放
送
を
加
え
た
。
屋

外
子
局
が
な
か
っ
た
地
区
や
、

町
内
の
6
か
所
の
キ
ャ
ン
プ

場
に
簡
易
的
な
拡
声
器
を

設
置
し
、
観
光
客
も
含
め

た
災
害
時
の
情
報
発
信
機

能
は
強
化
さ
れ
た
。

質
問

　

本
年
度
実
施
さ
れ
る
高

度
無
線
環
境
整
備
推
進
事

業
に
つ
い
て
伺
う
。

情
報
政
策
課
長

　

無
線
区
間
を
光
ケ
ー
ブ

ル
に
置
き
換
え
る
と
い
う

事
業
で
実
施
す
る
民
間
事

業
者
に
補
助
金
を
支
出
す

る
。
こ
こ
数
年
発
生
し
て

い
る
落
雷
に
よ
る
無
線
機

障
害
を
抑
え
、
安
定
し
た

情
報
発
信
に
つ
な
げ
る
こ

と
で
住
民
の
安
全
安
心
に

資
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　

整
備
区
域
は
、
沢
間
、

桑
野
山
以
北
の
全
域
、
坂

京
、
尾
呂
久
保
、
八
中
、

久
保
尾
と
し
て
お
り
平
栗

地
区
を
整
備
対
象
に
含
め

る
よ
う
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

質
問

　

コ
ロ
ナ
交
付
金
活
用
の

有
利
な
補
助
金
を
確
保
し

た
担
当
者
の
努
力
に
感
謝

す
る
。
今
後
の
利
活
用
に

期
待
し
た
い
。

情
報
政
策
課
長

　

町
内
の
通
信
格
差
が
確

実
に
解
消
さ
れ
る
と
期
待

す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
が
制
限
さ
れ
て
い

た
北
部
エ
リ
ア
を
中
心
に

テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ

ン
講
義
等
、
コ
ロ
ナ
後
の

新
生
活
様
式
に
適
合
し
た

利
活
用
が
期
待
で
き
る
。

質
問

　

運
営
会
社
が
切
り
替
わ

る
に
あ
た
り
、
上
位
回
線

の
ル
ー
プ
化
が
検
討
さ
れ

て
い
る
と
聞
い
た
。
現
在

の
状
況
を
伺
う
。

情
報
政
策
課
長

　

４
月
１
日
か
ら
上
位
回

線
を
別
ル
ー
ト
で
増
設
し

通
信
速
度
の
改
善
と
災
害

時
に
お
け
る
回
線
の
障
害

に
対
応
し
た
。

質
問

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お

い
て
情
報
政
策
課
が
重
要

視
さ
れ
て
く
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
に
期
待
し
抱

負
等
を
伺
う
。

情
報
政
策
課
長

　

町
の
大
き
な
課
題
と
し

て
5
分
野
で
の
地
域
情
報

化
の
推
進
を
目
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
利
活
用
業
務
を
進
め
て

き
た
。

　

今
後
は
、
全
国
規
模
で

行
政
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
で

あ
る
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
を
進
め
て
い
く
。
県
と
市

町
の
多
く
は
組
織
を
再
編

し
推
進
体
制
を
強
化
し
た
。

当
町
も
早
期
に
計
画
を
ま

と
め
て
い
く
。

問 今後重要視される情報政策に期待する

答 全国的なデジタル化に向け当町も早期検討

野口直次 議員

自
然
災
害
か
ら

住
民
を
守
る
対
策
は

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
浸
透
が
人
々

の
生
活
を
豊
か
に
変
化

さ
せ
る
こ
と

活用しよう「川根フォン」
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質
問

　

長
島
ダ
ム
の
下
流
域
は

汚
濁
が
ひ
ど
く
、
観
光
や

生
態
系
に
影
響
は
な
い
か
。

自
然
環
境
を
守
る
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
な
い
か
。

町
長

　

大
井
川
に
濁
り
が
あ
る

こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い

る
。
改
善
対
策
は
町
で
は

で
き
な
い
の
で
、
国
・
県

と
関
係
機
関
へ
現
状
を
伝

え
、
河
川
環
境
維
持
（
濁

り
の
原
因
調
査
と
対
策
）

と
「
川
で
人
が
遊
ぶ
時
は
、

き
れ
い
な
水
を
流
す
よ
う
」

毎
度
要
望
し
て
い
る
。

質
問

　

長
島
ダ
ム
の
環
境
調
査

の
状
況
は
。

く
ら
し
環
境
課
長

　

濁
度
や
水
温
等
を
水
深

毎
に
毎
日
計
測
。
濁
り
が

少
な
く
、
下
流
の
生
態
系

に
影
響
が
少
な
い
水
温
等

を
考
慮
し
放
流
。
毎
月
の

検
査
で
水
質
に
問
題
が
な

い
か
確
認
し
て
い
る
。

質
問

　

大
井
川
ダ
ム
の
「
清
水

化
バ
イ
パ
ス
」
は
、
建
設

さ
れ
た
平
成
25
年
だ
け
ダ

ム
下
流
に
清
水
が
戻
っ
た

が
、
そ
の
後
は
濁
り
、
悪

臭
が
し
た
ま
ま
だ
。
原
因

は
台
風
に
よ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
住
民
は
「
壊
れ
て

い
る
」
と
思
っ
て
い
る
。

ダ
ム
と
川
を
理
解
す
る
見

学
会
を
開
い
た
ら
ど
う
か
。

く
ら
し
環
境
課
長

　

見
学
会
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
中
部
電
力
㈱
へ
お

伝
え
す
る
。

町
長

　

大
井
川
の
地
質
か
ら
崩

れ
る
山
が
多
く
、
濁
っ
た

水
が
川
に
流
れ
る
。
コ
ケ

は
濁
っ
た
水
と
、
き
れ
い

な
清
水
で
も
で
き
る
が
、

濁
っ
た
水
で
で
き
た
コ
ケ

は
乾
く
と
臭
い
。
川
は
水

の
量
よ
り
質
が
大
事
だ
と

痛
切
に
感
じ
て
い
る
。

質
問

　

町
内
小
学
生
は
、
ア
マ

ゴ
養
殖
家
の
方
か
ら
卵
し

ぼ
り
、
受
精
、
稚
魚
の
成

長
を
学
習
し
、
漁
協
の
協

力
も
得
て
、
毎
年
初
夏
に

は
大
井
川
支
流
で
稚
魚
の

放
流
も
し
て
い
る
。
児
童

が
自
然
を
守
る
地
域
の
人

た
ち
の
思
い
に
触
れ
る
貴

重
な
機
会
だ
が
、
町
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
総
務
課
長

　

各
学
校
の
創
意
工
夫
に

よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
状
況
を
見
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

川
、
山
の
現
状
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
環

境
教
育
を
ど
う
考
え
る
か
。

く
ら
し
環
境
課
長

　

大
井
川
流
域
の
８
市
２

町
で
構
成
す
る
「
大
井
川

の
清
流
を
守
る
研
究
協
議

会
」
は
『
大
井
川
出
前
講

座
』
と
し
て
流
域
の
小
学

校
を
訪
問
。
総
合
学
習
で

大
井
川
の
水
の
歴
史
や
水

利
用
の
現
状
を
通
し
て
、

「
水
の
大
切
さ
」
を
伝
え
て

い
る
。

質
問

　

生
活
排
水
に
よ
る
大
井

川
水
質
汚
濁
防
止
対
策
は
。

町
長

　

単
独
処
理
浄
化
槽
（
単

独
槽
）
で
は
、
生
活
排
水

の
う
ち
、
し
尿
の
み
の
処

理
。
台
所
や
風
呂
な
ど
か

ら
発
生
す
る
生
活
雑
排
水

は
河
川
等
へ
そ
の
ま
ま
排

出
さ
れ
る
の
で
、
助
成
制

度
を
設
け
て
既
存
の
単
独

槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

へ
の
切
替
え
を
推
進
し
、

水
質
保
全
に
努
め
て
い
る
。

質
問

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
効
果
を
数
値
化
し
て
、

見
え
る
化
は
で
き
な
い
か
。

く
ら
し
環
境
課
長

　

各
家
庭
で
使
用
さ
れ
て

い
る
も
の
は
、
法
定
検
査
、

補
修
・
点
検
等
実
施
し
、

そ
の
中
で
の
水
質
管
理
と

い
う
の
が
一
つ
の
基
準
に

な
る
か
と
判
断
す
る
。

問 「大井川の汚濁改善」� 国・県への要望内容は
答 きれいな水を流すよう、関係機関へ要望する

そ
の
他
の
質
問

「
脱
・
炭
素
社
会
」
に

つ
い
て

“大きくなってね！元気におよいでね！” と、声をかけ、
アマゴの稚魚を放流する本川根小の児童

中原　緑 議員

4.51㎥/秒が長島ダムから放流。（6月10日）
大井川ダムの「清水化バイパス」へ。
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質
問

　

高
評
価
の
町
の
接
種
状

況
と
、
河
野
太
郎
大
臣
と

の
直
接
会
談
に
つ
き
伺
う
。

町
長

　

集
団
接
種
に
つ
い
て
は

高
齢
者
接
種
か
ら
64
歳
以

下
に
移
行
し
、８
月
下
旬
に

は
完
了
の
予
定
。
コ
ロ
ナ

感
染
症
収
束
後
の
町
へ
の

経
済
支
援
も
お
願
い
し
た
。

高
齢
化
対
応
の
新
計
画

質
問

　

今
年
度
か
ら
の
高
齢
者

保
健
福
祉
・
介
護
保
険
事

業
の
３
年
計
画
の
重
点
は
。

町
長

　

公
平
で
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
自
立

支
援
、
介
護
予
防
推
進
、

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
充

実
、
地
域
共
生
社
会
実
現

に
向
け
た
施
策
展
開
、
医

療
介
護
連
携
を
重
点
と
し

元
気
な
高
齢
者
の
多
い
町

を
基
本
理
念
と
し
て
い
る
。

質
問

　

川
根
本
町
の
、
お
達
者

度
の
状
況
は
ど
う
か
。

高
齢
福
祉
課
長

　

女
性
は
２
位
と
上
位
だ

が
、
男
性
は
12
位
に
下
が

り
、
原
因
検
証
中
。
塩
分

摂
取
講
座
は
実
施
し
た
。

質
問

　

空
い
た
公
的
施
設
活
用

で
図
書
館
等
、
生
き
が
い

作
り
千
年
の
学
校
等
の
場

づ
く
り
が
で
き
な
い
か
。

企
画
課
長

　

各
種
講
座
情
報
等
、
活

躍
の
場
提
供
が
生
き
が
い

作
り
と
な
り
、
世
代
を
超

え
た
地
域
共
生
社
会
実
現

と
い
う
千
年
の
学
校
の
目

標
と
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

質
問

　

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

た
医
療
と
介
護
の
連
携
は
。

高
齢
福
祉
課
長

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
配

備
し
た
。
県
医
師
会
と
も

情
報
共
有
を
図
り
た
い
。

質
問

　

防
災
上
、
大
井
川
堆
積

土
砂
搬
出
は
重
要
だ
が
、

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
多
い

町
で
あ
り
、
大
型
車
両
・

町
民
双
方
へ
の
安
全
対
策

が
急
務
で
は
な
い
か
。

建
設
課
長

　

町
内
約
４
０
０
台
の
大

型
車
両
が
走
行
中
で
あ
り
、

県
と
の
会
議
の
中
で
も
対

応
等
の
要
望
を
し
て
い
る
。

質
問

　

町
営
路
線
バ
ス
・
お
で

か
け
号
・
外
出
支
援
の
、

「
町
民
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

と
し
て
の
認
識
は
ど
う
か
。

又
、
ア
ン
ケ
ー
ト
箱
の
設

置
は
で
き
な
い
か
。

く
ら
し
環
境
課
長

　

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
業

と
し
て
町
民
へ
十
分
な
配

慮
と
安
全
運
行
を
考
え
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
箱
の
提
案
は

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

質
問

　

生
き
が
い
と
仕
事
の
面

か
ら
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
施
設
老
朽
化
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

高
齢
福
祉
課
長

　

相
談
に
乗
っ
て
い
く
。

茶
業
・
観
光
・
商
業
振
興

質
問

　

川
根
茶
は
重
要
品
、
茶

農
家
・
茶
工
場
・
茶
商
を

一
軒
も
、
販
売
も
１
円
も

減
ら
さ
な
い
と
い
う
厳
し

い
覚
悟
が
必
要
。
今
後
の

振
興
策
は
。

町
長

　

茶
業
の
環
境
は
厳
し
い

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

も
茶
振
興
策
を
評
価
・
検

証
し
、
産
地
維
持
と
新
た

な
碾
茶
栽
培
を
柱
に
、
関

係
と
施
策
を
進
め
た
い
。

質
問

　

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
観
光
、

商
工
振
興
計
画
見
通
し
は
。

町
長

　

個
人
、少
人
数
、近
隣
観

光
に
変
化
す
る
中
、
選
ば

れ
る
地
域
に
な
る
よ
う
施

策
展
開
し
た
い
。
商
工
業

維
持
継
続
は
関
係
機
関
伴

走
型
で
支
援
を
し
て
い
く
。

質
問

　

寸
又
峡
「
夢
の
つ
り
橋
」

有
料
化
の
進
捗
状
況
は
。

観
光
商
工
課
長

　

地
元
と
様
々
な
、
協
議

調
整
段
階
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

看
護
師
・
介
護
士
確
保

対
策
、
障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
関
連
、
放
棄

茶
園
関
連
、
開
業
・
事

業
継
承
補
助
事
業
等

問 新たな高齢者関連3年計画の
� 重点ねらいは
答 住んでよかったと

� 思ってもらえる町にしたい

大井川の堆積土砂搬出車輛

石山貴美夫 議員

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画

茶畑
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問 高齢者等の交通弱者に新たな移動手段を

答 今後の公共交通の在り方も見直す中で検討する

質
問

　

耕
作
放
棄
地
が
年
々
増

加
し
て
い
る
状
況
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
、
今
後
ど
の

よ
う
な
施
策
を
講
じ
て
い

く
考
え
で
あ
る
か
。

町
長

　

耕
作
放
棄
地
の
増
加
は
、

生
産
力
低
下
や
地
域
茶
業

の
衰
退
、
野
生
鳥
獣
の
住

み
か
と
な
る
こ
と
に
よ
る

生
活
環
境
の
悪
化
な
ど
、

大
変
深
刻
な
問
題
と
受
け

止
め
て
い
る
。
町
と
し
て

も
、
県
・
農
協
等
の
指
導

協
力
を
得
な
が
ら
耕
作
放

棄
地
の
有
効
利
用
や
農
地

の
集
積
化
の
推
進
、
荒
廃

農
地
再
生
等
の
施
策
を
講

じ
て
き
た
が
、
傾
斜
地
な

ど
の
条
件
不
利
地
に
あ
る

耕
作
放
棄
地
へ
の
対
応
が

課
題
で
あ
り
、
景
観
、
生

活
環
境
の
維
持
の
た
め
の

農
地
保
全
の
あ
り
方
や
、

普
通
煎
茶
用
茶
園
の
み
な

ら
ず
碾
茶
用
茶
園
や
様
々

な
作
物
へ
の
転
換
等
の
有

効
利
用
策
も
含
め
た
検
討

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

川
根
茶
の
将
来
を
考
え
、

共
同
製
茶
工
場
の
再
編
を

図
る
考
え
は
な
い
か
。

農
林
課
長

　

共
同
製
茶
組
合
の
再
編

も
永
続
的
な
茶
業
の
実
現

に
向
け
た
一
つ
の
手
段
と

考
え
て
い
る
。
な
お
、
現

在
、
県
・
農
協
等
連
携
を

取
り
な
が
ら
共
同
製
茶
連

絡
協
議
会
の
構
成
組
合
を

対
象
に
、
実
態
把
握
の
た

め
の
座
談
会
を
実
施
し
て

い
る
。

質
問

　

川
根
茶
の
あ
る
べ
き
姿

を
数
値
化
し
、
そ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
、
課
題

を
洗
い
出
し
、
具
体
的
な

施
策
を
講
じ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
町
の

考
え
方
を
伺
う
。

農
林
課
長

　

今
後
の
川
根
茶
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
等
を
検
証
し
な

が
ら
、
目
標
数
値
の
明
確

化
に
つ
い
て
、
県
・
農
協

等
の
指
導
を
得
な
が
ら
、

生
産
者
・
茶
商
等
関
係
者

と
協
議
し
て
い
く
が
、
ま

ず
は
、
町
茶
業
が
抱
え
る

個
々
具
体
的
な
課
題
解
決

を
図
り
つ
つ
、
こ
れ
に
適

し
た
形
で
茶
業
振
興
策
を

展
開
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

公
共
交
通
を
補
完
す
る

高
齢
者
等
の
交
通
弱
者

に
対
す
る
移
動
手
段
の

構
築
に
つ
い
て

質
問

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

運
行
範
囲
を
旧
町
を
ま
た

ぐ
も
の
に
拡
大
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

町
長

　

平
成
31
年
３
月
の
青
部

バ
イ
パ
ス
開
通
に
併
せ
て

北
部
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

に
お
い
て
、
旧
町
間
を
ま

た
ぐ
一
部
乗
り
入
れ
を
実

施
し
て
い
る
。

　

運
行
範
囲
の
さ
ら
な
る

拡
大
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

運
行
範
囲
を
他
の
市
町
ま

で
拡
大
す
る
こ
と
は
、
可

能
で
あ
る
か
。
可
能
で
あ

る
な
ら
ば
、
他
の
市
町
の

公
共
交
通
会
議
等
に
お
い

て
、
協
議
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

町
長

　

他
の
市
町
ま
で
の
運
行

拡
大
は
可
能
で
あ
る
が
、

実
施
す
る
場
合
に
は
、
他

市
町
の
公
共
交
通
会
議
等

に
お
い
て
協
議
が
必
要
と

な
る
。

質
問

　

町
が
運
行
主
体
と
し

て
、「
許
可
登
録
を
要
し
な

い
輸
送
」
を
行
う
考
え
は

あ
る
か
。

町
長

　

許
可
登
録
を
要
し
な
い

輸
送
と
は
、
利
用
者
か
ら

運
賃
を
徴
収
し
な
い
で
運

行
す
る
こ
と
で
あ
り
、
県

補
助
金
の
助
成
対
象
と
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
運
行

に
係
る
経
費
は
全
額
町
費

負
担
と
な
る
。
許
可
登
録

を
要
し
な
い
輸
送
に
つ
い

て
は
、
財
政
面
か
ら
し
て

も
大
変
厳
し
い
も
の
で
あ

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

デマンドタクシー　おでかけ号

中澤　莊也 議員

茶
業
振
興
対
策
に
つ
い
て
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身近に迫る災害で自主避難を考えよう
　７月３日に熱海市伊豆山地区で大規模土石流が市街地を襲い、
死者が出る大災害になりました。
　川根本町では２日午前の大雨警報発令後、３日の午後３時までに
５２５㍉の大雨がありましたが、幸いにも人的被害はありませんで
した。しかし、頻発する町内の土砂崩れは（写真）、いずれ身近な
場所で災害が起こることを予感しなければなりません。

地名・土砂崩れ現場・令和3年3月24日

自主避難は恥ずかしくない、身を守る行動です
自主避難が今後、習慣になれば災害に強い町となります

自主避難で豪雨災害（洪水・土砂災害）から家族を守ろう
①�最近の日本全国で起きている豪雨災害は「浸水区域・急傾斜地」など、

ハザードマップとほぼ一致している。
②�役場が配布したハザードマップを確認して、自宅の

安全度をご自身で判断する必要あり。
③�天気予報を見て心配になったら、迷わず自主避難の

準備をする。
④�状況判断は世帯によって違います、決断したら区長

さんに避難所の開設を頼む。

線状降水帯
は、危険
線状降水帯

寸又峡線落石状況・令和3年6月23日 水川林道・道路陥没・令和3年7月3日
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ワクチン接種100～300人/日（山村開発センター他）

伐採後、久野脇が望めるようになった地名峠 伐採された県道77号の下斜面

町の話題や情報町の話題や情報
コロナワクチン接種 新型コロナワクチン接種事業費� 5,350万5千円

令和３年度補正予算後／財源：国庫補助金・国庫負担金

　町はファイザー社の「新型コロナウイルスワクチン」を、希望する町民全員に効率的に接種が完了
できる計画を策定・実施しています。接種は県内で最も早いぺースで進んでいます。

景観伐採 森林環境譲与税事業　令和2年度予算　2,386万7千円

　町は景観や防災の視
点で、各区から寄せら
れる要望に応え「里山
林整備事業」を計画的
に実施しています。
　その効果が現れてい
る一部を紹介します。

かわね支え愛商品券 プレミアム付き用途別商品券事業　第２弾！

プレミアム率100％
で支え合おう！

　コロナ禍で、売上が減少している町内事業者（宿泊業、飲食業、小売業、サービス業）への支援策です。
　町内の「消費促進」、町民の「消費負担軽減」を図ります。

◆予 算 額：２, ７１０万 ７ 千円
� （国臨時交付金1,500万円　県交付金1,100万円　町１１０万 ７ 千円）
◆発 行 数：１２，０００冊　　
◆発行期間： 7月 1日～10日（町民限定）
　　　　　　 7月21日以降（町内勤務の町外者も可）
◆有効期限：令和 ３年 ９月３０日まで　
◆�第 2 弾は、券ごと用途（利用店）を限定したＡ・Ｂ・Ｃ券に、�
用途無制限の共通券が加わりました。
◆�1 冊で4,000円分が利用できる商品券を、現金2,000円で販売（商
工会窓口）　※上限 2万円

◆�取扱店の中には、支え愛商品券の利用者に対して特別プレゼント
等を用意している店もあります。

川根本町の接種状況 7月28日現在
対　　　　象 接種時期 接種率（%）

医療従事者（130人） 4月16日～ 100
６５歳以上（3200人） 4月27日～ 95.16
６４歳以下（2980人） 6月30日～ 75.7
※集団接種完了日　　８月１８日
※事業完了日　　令和４年２月２８日　
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川根本町
の明日を拓

ひら

く人たち
シリ

ーズ

前号に続き、町の森林で未来の森づくりを考え活動するグループ
「天鹿（シシカミ）プロジェクト」の紹介です。 シリーズ２

編
集
後
記

パーマカルチャー視点での森創りとは？ 

　
「
わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
」
を

め
ざ
し
、
編
集
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
６
月
定
例
会（
主
と
し
て
、

一
般
会
計
の
補
正
予
算
）に
関
連
し
て
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
一
つ
で
あ
る

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
に
つ
い
て
も
触
れ

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
民
の
皆
様
に
「
議
会
だ

よ
り
」
を
通
し
て
、
で
き
る
限
り
の
情

報
を
提
供
し
、
ご
愛
読
い
た
だ
け
る
よ

う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
杉
山
広
充
）

9 月 １ 日 ㈬

９：00～ 本会議（定例会・初日）

本会議終了後 議会運営委員会・
全員協議会

9月13日 ㈪

９：00～ 本会議（定例会・ 2日目）

本会議終了後 議会運営委員会・
全員協議会

9月21日 ㈫
９：00～ 本会議（定例会・最終日）

本会議終了後 全員協議会

◆ ９月定例会の予定 ◆

※会期中に決算特別委員会が５日間開催されます。

○本会議場は役場本庁３階です。
○日時は変更することもありますので、詳しくは
　議会事務局（５６－２２２９）までお問い合わせください。

●パーマカルチャーって何？
　Permaculture（パーマカルチャー）の語源は、Permanent（永続性）と culture（文化）を組み合わせ
た造語であり、1970年代にオーストラリアで生まれました。現在、地球環境と共生しながらより豊かな社
会を築きあげていこうと取り組む世界中の都市や町、農村地域などで広がりを見せています。この 
culture「文化」という意味合いの中には、agriculture（農業）も含まれていて、農的な暮らしに基づく
自給自立のシステムを、個人としての暮らしの中や地域社会の中でベースとして構築しながら、人として
の創造性の自給自立も促し、母なる自然との関係性をどのようにデザインしたら、あたらしい永続可能な
文化を生み出していけるのか？そして人が暮らしていくことが地球環境を壊していくのでなく、自然や文
化をより豊かにしていけるようにするための包括的な体系手法となっています。
●パーマカルチャーと森創り
　自然界をゆっくり観察していくと、“地球は森になろうとしている” といえるような事象が見えてき
ます。大地は裸地の状態から草原、若い森、極相林へと動的に変化していきます。パーマカルチャーを
取り入れた森創りでは、この地球の意志とも見てとれるような事象の力や動きを、人間本位の目線のみ
で利用したり留めたりするのではなく、その進化の流れを最大限に開放し促し（自然目線に立ち）、ま
た状況に応じては、遷移の流れを若い森の段階で留めておく中で（遷移の時間軸の中で草原から若い森
の段階が、土壌の腐植が最も豊かで生産性の高い段階）、森や自然界の持つ力を最大限に維持し、土地
に見合った健康な自然林を育んでいきながら、現代社会の人の暮らしの循環性も豊かに巡っていくこと
を目指し、かつての里山のように積極的に森に関わろうとしています。

� ※次回　最終回は、具体的な森創りについてのお話など

発起人　横山慎一郎氏（水川区）

議会はどなたでも傍聴できます。
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